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中国の本滋伝批判は何を意味する？

討ニュースを私はこう見る匹

鹿軍軍司�，降水�伝批判の波広がる 中間 修正主演反対の材料 大象徴宵

違勧告展開か（9.1務自）修中園、f水京伝j批判、 大事〈展開 人民a報、 歓

送も 文芸の ワ ク 経え新 ‘ 忍懇闘争’へ？ (9.1毎日）惨ある日突然の水添伝批

判 現代の家江はだれ？ 毛主席が指示・・・・憶測呼� {9.12日経）惨「水添伝J

反面敏材の役割 ．設俸のためのD反’ を批判（9.151完売）
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‘ 

去
る

8
月
お
日
付『
光明日
報』
に
創

設
された
文
芸
欄が
『水
散
伝』
批
判の

火ぶた
を
切っ
て
以
来、
中
国
で
はい
ま、

散
し
く
『水
器伝』
批
判の
キャ
ンベ、i

ン
が
展開さ
れてい
るs
8
月
白
日に
は、

『
人
民日
報』
が『
紅肱』
第
九
号の「『
水

器
伝』
を

反
面
教
材として

、

人
民
に
投

降
派を知
ら
せ
よ
う」
とい
う
特
集の
な

か
か
ら「『水
誤伝』
に
たい
する
評論を

重
視しよ
う」
との
『
紅旗』
編
朱部短

評
を

掲
載し、
つ
い
で
9
月
4
日
に
は
、

『
人
民日
報』
社
説一『水
滋
伝』
に
たい

す
る
論
評
を
繰
り
広
げよ
う」
が

発
表
さ

れ
た。今回の

『
水
崩
伝』
批
判は、
政
的・

思

想

闘

争
の

方

向

を

歴

史

的

題

材
に

求
め

る

方
法

と
い

い
、

ま
ず
『

光

明

日

報
』

（

本

来は
民主
諸
党
派の
共同
機
関
紙だが、

実
際
ば
江
育
夫
人
ら
党
の
文
化
官
僚
の
めw

響
下
に
あ
る
よ
う
た
）

の
文
芸
欄
が
皮
切

りで、
『
紅
肱・申
（
党
悲論
誌〉、
『
人
民日

報』
（
党佐
助
紙）ヘ
とエ
ス
カ
レ
：
ト
し

て

論

陪・
が

彊

ら

れ

て

い

る

経

過

と
い

い
、

桃
文元の一
海
璃
批
判一
に
始
まっ
た
文

化
大
革
命
の
初
期
の
状
況を
想
わ
せ
る
も

の
が
ある－

しか
も、
右の
『
人
民日
報』
社説に

よ
る
と、
今回
の
『
水一語
伝』
批
判ば、

一
偉
大な
指
持
者
毛主防の
指
示に
従ワ

て
一
行
な
わ
れ
て
い
る
と
し’
う・

そ
し
て、

『
人
民日
報』
社
説は、
毛
沢
東が
最
近、

次
の
よ
う
な
内

容
の
『

水
滞伝』・
批
判
を

行
なっ
た
こ
と
を
明
らか
に
し
た
11

3
水
濡伝』
は

汚

職
官

史
に
反
対
す
る
だ

けで、
皇帝に
は
反
対し
ない。
日兆
蓋ば

百
八
人
か

ら

除
外
さ
れて
い

る ら

宋

江は

投
降し、
修
正
主
義
を
お
し
す
す
めて．

mAの
緊
設
庁
を

忠
議
堂にか
え
、

招
d比
七乞

う
けい
れた，‘
宋
江と
高
依の
闘
争は、

地

主

階

級

内

部

に

お

け

る
一

派
が

他
の
一

派

に
反
対
す
る
闘
争
で
ある2
宋
江は
投

降
す
る
と、

方
騒
を
討
ち
に
い
っ
た，
一
つ

ま
り、
『
水
論
伝』
は
農民蜂
起
軍の
創始

者・
晃
蓋を
後
山
泊の
群雄か
ら
除
外し、

汚

職

官

吏
・

高

僚

を

怒
っ

た

投

降

主

義

者

の

宋

江

を

英

雄

視

し

て

い

る

が
、

宋

江

も

方

臨

と

同

じ

地

主

階

級

内

部
の

首

領
で

あ

り 、
朝
廷
と
の

た
た
か
い
を
避
けて
招
降

し
た
そ
の
投
降
主
義、

修
正
主
載
の
正
体

を
是
非と
も
あ
コ
か
ね
コ
な
ら
ない、
と

い

う
の

で

あ

る
占

し

か

も
J

『

人

民

日

報
』

社
説
で
最
も
注
U
す
べ
き
点
は
、

こ
の
よ

う
な
宋
江
の
投
降
主
義
を
一

農
民
の
限
界

性
τ
よ
て、
その
よ
うに
見るの
がプ
史

的

唯
物
論
の
観
点
一

だ
と
称
す
る

者が
い

る
、

と

し

て

い

る

と

こ

ら

で

あ

る
．

こ

こ

に
お

い
て
『

水
崩
伝』
批
判
は
、

文
化
大

革
命
初
期
の
よ
う
に
、

今
日
の
中
国
指
導

部

内

部
の
一

現

代

の

宋

正
一

ば

誰
か
、

と

い
う
すλぐれ
て
政
治
的な
課
題こ
転ぜ
ざ

る

を

得
な
い

の

で

あ

る
。

私
は

今

回
の

キ
中

ン
ベ

！

ン

が
、

今

夏

の

杭
州
事
件の
よ
う
な
中
圏
内
部
の

深
刻

．
な
政
治
的
・

社
会
的
矛
盾
と
無
関
係
に
生

起
し

てい
る
とは
思

え
な
い

が 、

す
で
に

香

港
で

は

去

る

7

月

下

旬、

先
の

毛

沢

市民

の

『
水
漏
伝』

新
釈
を

体
し

た
『

水
器伝

新

談
』

（

隻

翼

著
）

が

中

国

系
の

公

認

書

店

で
発売さ
れてい
るこ
とか
らし
て
も

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一

斉
開
始
と
い

う
託
過か
らし
て
も、
中国
内
部で
はか

な
り
の
軍
備が
な
さ
れてい
た
もの
と
思

わ
れ

る。

投
降
主
義批
判
とい
え
は

‘

ま

ず
周
恩
来批
判
と
も
思わ
れるが、
やは

り
最
近
の
状
況
か
ら
す
れ
d
復
権
後
の
活

躍
が
目
覚し
く‘
党戸
政治
局
常
務
委
了

軍戸
解般軍
総
参
謀
長）・
政（
国
務院
副

総
理）
をに
ぎっ
て
し
まっ
た
観の
ゐる

郡
小平
批
判と
見るペ
き理
由は
数
多く

あ
る＝

寄
港
で

も
卸
小
平
批
判
と
見
る
意

比が
多レ
が、
杭州
事件以
来、
王
洪
文

に
蔭
り
が
あ
る

こ
と
か
ら
王
洪
文
批
判と

する
見方、
は
た
ま
た
琵
森
橋批
判とい

う
見
方
もあっ
て、
こ
の
点は、
も
う少

し
材
料
が

出
ない
と
な
人
と
もい
え
な

い
宅

た
だ

『
水
一部
伝』
批
判
が

た
ん
な
る

イ
デ
オロ
ギ
ー
闘
争で
は
ない
こ
と、
左

か

ら

ホ
へ

の

批

判

て

あ
る

こ

と

は

ほ

ぼ

砿

突

で

あ

る

だ

け

に
、

今

後
の

媛

聞
が

注

目

さ
れ
る↓ιこ
ゐ
で
Jのるt

彊鹿島趨蝿
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